









に放射線が高い地帯がある（筆者による 2013 年 6 月のガイガーカウンタ Inspector+ での計


















Questionaire survey of physical responses of visitors in Chausu-Yama Flog 
Museum.






























9 月 11 日版に掲載されている）。ただしそこでの“パワー”が何を意味したかは不明である。
  翌 2011 年に，館長・熊谷氏が館内 1 階北側の窓際壁面で方位磁針が反転することを確認し，




  ちなみに，より高精度の磁気計（精密ミリガウス計 GU-3001, 精度± 2% +0.2μT）によ
る直流磁気 2 の値は（2019 年 5 月 13 日 13 時 50 分の計測），館外のトイレ前地上 1m で 48.5

































ると，カエル館を含む茶臼山頂上部の地層は新第三紀中新世（約 2300 〜 500 万年前）に形
成された玄武岩質となっている。これは標高 1200m 台の高原から比高 200m 突出している
茶臼山の山頂部が，高原状の山体の上に火山として噴出した結果を示している。玄武岩は鉄
を含んでおり，残留磁気が検出されることは珍しくない。
  筆者が 2016 年 5 月に茶臼山高原から山頂部に至る間に点在する人工構造物（建物，看板，
木製階段等）の磁気を測ったところ，接地してある金属類は，地磁気より強い値，あるいは
極性の反転がみられ，一方，接地していない金属部（木製階段に取り付けられた釘など）は


























































































（2 回目は 1 回目との異同の有無。ただし反応部位については 1 回目と同じ項目）。これら 2
ヶ所の位置関係とそれぞれの空中 1m の磁気を平面図（図 4）で示す。2 ヶ所のセッティン
グを以下に記す。
  磁気スポット：旧物置を開放した縦×横
×高さ 119 × 160 × 198cm の空間内に木製





























  以後 317 名の分析対象者を「回答者」と記す。回答者 317 名のうち年齢に無回答の 11 名
を除く 306 名の平均年齢は 48.6 歳（SD=13.96）であった。 性別は男性 132 名，女性 182 名，
無回答 3 名であった。
  年齢を回答した男性は 130 名で平均年齢 48.8 歳（SD=14.43），女性は 177 名で平均年齢
48.5 歳（SD=13.65），年齢の範囲は男性で 11 歳から 78 歳，女性で 13 歳から 78 歳であった。
以上から回答者の年齢構成に歪みはなく，その性差も無いといえる。
  来館経験の内訳は，「初めて来た」が 232 名，「以前にも来たが，その時は反応がなかった」
が 11 名，「以前にも来て，その時にも反応があった」が 66 名であった。ただし，カエル館
がパワースポットといわれていることについては，「今回茶臼山に来る前から知っていた」





  回答者 317 名のうち，調査回答をするために 1 回目に坐った場所（この着席場所の指定は
館長にまかせた）は，「磁気スポット」にある「木のベンチ」が 196 名，磁気が正常の「奥







































「磁気スポット」内の木のベンチの反応性が高いことが示された（χ2=100.6, N=296, p＝.00, 




















































した記述が合せて 11 例あった。その逆に「重力感」や「圧力感」の訴えも 3 例あった。ま
たビリビリ感よりも身体の内側の感覚といえる「しびれ感」が3例あった。リラックス感（2例）
や肩や腰の痛みの減少（4 例），「呼吸が楽になる」あるいは眠気の訴えがある一方（各 1 例），



























































































































ム 3 以上の高次システムは，システム 0 の身体システムとも相互作用する。それによって日
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